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縄文時代中期 高 22.0 ㎝ 長野県穴場遺跡出土 
諏訪市教育委員会 
図版は『日本美術全集第 1 巻 原始の造形 縄文・弥
生・古墳時代の美術』、講談社、1994 年より 
図４ 石の線刻画（魚） 縄文時代 矢島町教育委員会保管（秋田県） 
下は筆者が刻線を黒線でなぞったもの 



























猪形土製品  縄文時代後期 高 9.8 ㎝ 青森市弘前市 十腰内遺跡出土 弘前市博物館 （青森） 
動物型土製品 縄文時代晩期 高 25.3 ㎝ 埼玉県大宮市東北原遺跡出土 大宮市立博物館（埼玉） 
動物型土製品 縄文時代晩期 高 31.5 ㎝ 北海道千歳市 美々第四遺跡出土 千歳市教育委員会（北海道） 
動物型土製品 縄文時代晩期 高 14.2 ㎝ 千葉県佐倉市 江原台遺跡出土 明治大学考古学博物館（東京） 
 
図 3 動物型の土製品 
図版は『日本美術全集第 1 巻 原始の造形 縄文・弥生・古墳時代の美術』、講談社、
1994 年より 
図５ 青森県狩猟文深鉢 





























































弥生時代中期 高 39.2 ㎝ 
桜が丘五号鐸（神戸市立博物館） 
図版は『日本美術全集第 1 巻 原始の造形 縄文・
弥生・古墳時代の美術』、講談社、1994 年より 
 左から 
A面（右）  上段右 カエル カマキリ クモ 
        左 カエルを狙う蛇とそれを追う人物 
        下段右 シカを捕えた人物 
        左 争う二人と仲裁に入る人物 
B面     上段右 トカゲ トンボ 
        左 魚をとる人物 
        下段右 臼をつく二人の人物 










高 42.7 ㎝ 伝香川県出土（東京国立博物館） 












高 42.7 ㎝ 伝香川県出土（東京国立博物館） 
 
B面 左区画内      トカゲ 
    上段右区画内   トンボ 
 
Ａ面 上段右区画内   クモ カマキリ  
    左区画内      トンボ 
    中断右区画内  鳥が魚を啄む姿 
    左区画内     スッポンが魚を咥えた姿 
    下段右区画内  犬を使ったイノシシ狩り図 
    左区画内     スッポン トカゲ 
B面 上段右区画内   トンボ 
    左区画内      トカゲ 
    中断右区画内  人物がシカを射る図 
    左区画内     器具を持つ人物 
    下段右区画内  高床式建物 



































図１２、１３ 扁平鈕式袈裟襷文銅鐸桜が丘五号鐸 弥生時代中期弥生時代中期 高 39.2 ㎝ 
桜が丘五号鐸（神戸市立博物館） 
図版は『日本美術全集第 1巻 原始の造形 縄文・弥生・古墳時代の美術』、講談社、1994 年より 
左図 スッポン 鳥     右図 シカを捕えた人物 
 
 









図 1５ 《旗を立てた馬形埴輪》 6 世紀 






図版は『日本美術全集第 1 巻 原始の造形 縄文・弥生・古墳
時代の美術』、講談社、1994 年より 
図１４ 珍敷塚古墳壁画 史跡 ６世紀 吉井町教育委員会 福岡 











図 18 《犬と猪》 奈良荒蒔古墳ほか 5～6 世紀 
手前の猪の高 50 ㎝ 奈良・天理市教育委員会ほか 
図版は『日本美術館 全一巻』、小学館、1997 年より 












捍撥の縦 40.5cm幅 16.5cm 正倉院南倉 
図版は『正倉院宝物南倉』、朝日新聞社、1989 年より 
図 20 《銀壺》 （部分） 奈良時代 騎馬人物の背丈













図 26 《漆金薄絵盤》 （部分） 奈良時代 








》 （部分） 《緑牙撥髏尺》 （部分） 





螺鈿八形箱》 （部分） 奈良時代 








》 （拡大） 7世紀後半 胴径 18.9 ㎝
全高 49.9 ㎝ 東京国立博物館（法隆寺献納宝物） 
図版は『日本美術全集第 3 巻 正倉院と上代絵画 飛鳥・
奈良の絵画・工芸』、講談社、1994 年より 
図 27 《赤地錦幡垂端飾》 （部分） 奈良時代 丈 39.7cm 





図 30 《鳥獣戯画》 甲巻 （部分） 12世紀中頃 紙本墨画 縦 31 .1 ㎝ 横 1156.6 ㎝高山寺蔵 
図 31 《鳥獣戯画》 乙巻 （部分） 12世紀中頃 紙本墨画 縦 31.1 ㎝ 横 1224.5 ㎝高山寺蔵 
図版は『日本美術全集第 8巻 王朝絵巻と装飾経 平安の絵画・工芸 2』、講談社、1994 年より 
 
図 28 《十二天像 帝釈天》（部分） ９世紀中頃  
絹本彩色 十二幅 縦 156.0～160.9 ㎝ 
横 134.5～135.2 ㎝西大寺所蔵 
図版は『日本美術全集第 7巻 曼荼羅と来迎図 
平安の絵画・工芸 1』、講談社、1994 年より 
図 29 《普賢菩薩像》 （部分） 12 世紀中頃 絹本彩色 一幅 縦 159.5 ㎝ 横
74.0 ㎝ 東京国立博物館蔵 
図版は『日本美術全集第 7 巻 曼荼羅と来迎図平安の絵画・工芸 1』、講談社、
1994 年より 
図 32 《仏涅槃》 13世紀前半 絹本彩色 
 縦１85.8cm 横 167.1cm 新薬師寺 
図版は『日本美術館 全一巻』、小学館、1997 年より 
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図 38 《駿牛図》 （部分） 13 世紀 紙本淡彩 縦 27.0 横 32.4 東京国立博物館蔵 
図版は東京国立博物館 web 頁より 
http://www.tnm.jp/modules/r_collection/index.php?controller=dtl&colid=A30&t=search 
図 33、34 《随身庭騎絵巻》（部分）伝藤原信実筆 13 世紀中期 紙本淡彩 縦 28.6 ㎝ 全長 236.4 ㎝ 大倉文化財団 
図版は『日本美術全集第 9巻 縁起絵と似絵 鎌倉の絵画・工芸』、講談社、1994 年より 
図 35 《伴大納言絵巻》 （部分） 
平安時代末期 紙本彩色 
縦 31.6cm全長 2632.8cm出光美術館 
図版は『日本絵巻大成２伴大納言絵
詞』、中央公論社、1977 年より 
図 37 《住吉物語絵巻》（部分） 
13 世紀静嘉本（下巻） 




図 36 《春日権現験記絵巻》（部分） 1309 年 
絹本彩色 縦 41.0㎝ 全長 921.8㎝ 宮内庁             
図版は『日本美術全集 第 9 巻 縁起絵と似




図 39 《四季花鳥図屏風》 雪舟筆 15世紀後半 紙本彩色 六曲一双 各縦 179.0 ㎝ 横 365.5 ㎝ 京都国立博物館 
図版は『雪舟への旅』、山口県立美術館、2006 年より 
図 40 《竹石白鶴図屏風》 狩野正信筆 15世紀末～16世紀初期 紙本墨画 六曲一隻 縦 155.0 ㎝ 横 353.0 ㎝ 真珠庵 





図 4１ 《四季花鳥図》 伝狩野元信筆 16世紀前半 紙本彩色 ８幅のうち 各縦 178.0 ㎝ 横 142.0 ㎝ 大仙院 
図版は『日本美術全集第 13 巻 雪舟とやまと絵屏風 : 南北朝・室町の絵画 2』、講談社、1994年より 
図 42 《松に麝香猫図屏風》 伝狩野雅楽助筆 １６世紀中頃 六曲一双 紙本墨画淡彩  
縦 161.1 横 348.8 ウィリアム・スタージス・ピゲローコレクション 





図 43 《北野天神縁起》 （部分） 土佐光信 1503 年紙本
彩色 下巻第 12段 縦 35.2cm全長 1780.9cm 北野天満宮
図版は『日本美術全集第 12 巻 水墨画と中世絵巻 南北
朝・室町の絵画 1』、講談社、1994 年より 
 
図 45 《厩図屏風》（左隻）16世紀頃 紙本彩色 六曲一双 各縦 148.5cm 各横 306.0cm 宮内庁 
図版は『日本美術全集第 13巻 雪舟とやまと絵屏風 南北朝・室町の絵画 2』、講談社、1994年より 
図 44 《慕帰絵》 （部分）  掃部助藤原久信 1482 年 紙本彩色 
縦 32.0cm 全長 1424.５cm 西本願寺 
図版は『日本美術全集第 12巻 水墨画と中世絵巻 南北朝・室町の絵













紙本金地彩色六曲一双各縦 165.1cm 横 349.3cm 
サンフランシスコ・アジア美術館 図版は『日本美術全集第 15 巻 永徳と障






図》 （部分） 長谷川等伯 十六世紀後半 
紙本墨画二幅 各縦 155.6cm 各横 115.0cm 龍泉庵 
図版は『日本美術全集第 15巻 永徳と障屏画 
桃山の絵画・工芸 2』、講談社、1994 年より 
図 49 《鳥類写生図》 （部分） 狩野探幽 安土・桃山時代 京都国立博物館 
図版は文化遺産オンラインより
http://bunka.nii.ac.jp/SearchDetail.do?heritageId=97679 
図 47 《鶏図屏風》 （部分） 曽我直庵 十七世紀前半 





図版は『日本美術全集第 15巻 永徳と障屏画  
桃山の絵画・工芸 2』、講談社、1994 年より 
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図 50 《蓮池水禽図》 俵屋宗達 
十七世紀前半 紙本墨画 縦 116.５cm横 50.3cm 
京都国立博物館 図版は『日本美術全集第 18巻 
宗達と光琳 江戸の絵画 2・工芸 1』、講談社、1994 年より 
図 51 《鳥獣写生帖》 （部分） 尾形光琳 
十八世紀前半 紙本彩色現二巻 縦 40.6cm 横 63.2cm 
文化庁 図版は『日本美術全集第 18 巻 宗達と光琳 江
戸の絵画 2・工芸 1』、講談社、1994 年より 
図 52 《牛図》 俵屋宗達 十七世紀前半 紙本墨画 
二幅 各縦 96.5cm横 44.3cm 頂妙寺 図版は『日本美
術全集第 18 巻 宗達と光琳 江戸の絵画 2・工芸 1』、
講談社、1994 年より 
図 53 《狗児図》 円山応挙 1786 年 




























図 56 《黒き猫》 菱田春草 1910 年 絹本彩色縦 151.1cm 








図 57 《班猫》 竹内栖鳳 1924年 絹本彩色 縦 81.0cm
横 101.6cm 山種美術館蔵 
図版は東京国立近代美術館・京都市美術館、『竹内栖鳳展 
近代日本画の巨人』、印象社、2013 年より 













図 59 《山羊》 奥村土牛 1951年頃 縦 59.0cm横 74.0cm
絹本彩色 図版は『生誕 110 年奥村土牛展』、 





 図 61 《驢馬に夏草》 村上華岳 1908 年 絹本彩色 縦 114
横 177 さいたま市立漫画会館蔵 
図版は『日本画に描かれた動物たち―明治から今日まで―
展』、茨木県近代美術館、2003年より 
図 62 《飼われたる猿と兎》 竹内栖鳳 1908 年 絹本彩色 二曲一双屏風 縦 163.5 ㎝ 横 183 ㎝ 東京都国立近代美術館蔵 



























図 66 《白熊》 西村五雲 1907 年 絹本彩色 








図 64 《夏鹿》（白黒写真）竹内栖鳳 1936 年 屏風 六曲一双 各 178.0cm 横 345.0cm MOA 美術館 
図版は中川馨、『動物・植物写真と日本近代絵画』、思文閣、2012 年より 
 
図 65 《大獅子図》 竹内栖鳳 1902 年 絹本彩色 屏風 
四曲一隻 縦 203.0cm 横 281.8cm 藤田美術館 図版は









                             
図 68 《氷原》 吉村堅二 1940 年 屏風 六曲一隻 縦 211.7cm 横 546.4cm 東京国立近代美術館 
図版は『日本美術全集第 22巻 洋画と日本画 近代の美術２』、講談社、1994 年より 
図 70 《肉を食うライオン（A）》 岡村桂三郎 1985 年 
紙本彩色 縦 227.3 横 181.8  賛美小舎 上田國昭 上田克子 
図版は中田智則、『日本画に描かれた動物たち――明治から今日
まで――』、茨木県近代美術、 2003 年より 
図 69 《原始時代》 加山又造 1951 年 紙本彩色 
縦 177.0 横 223.5 東京藝術大学 
図版は加山又造、『加山又造 美 いのり』、二玄社、
2008 年より 
図 67 《黒豹》 山口華楊 1954 年 紙本彩色 縦 160cm 横 150.5cm 








































図 72 《動物園 象》 加山又造 1957 年頃 紙本彩色












































図 74 《garden》 2011 年 紙本彩色 縦 116.0 横 91.0 
図 73 《檻の城》 2011 年 紙本彩色 縦 162.0
横 162.0 
 
図 75 《月夜に》 2012 年 絹本彩色 130.0×75.0 
図 76 《兎》 2012 年 絹本彩色 130.0×75.0 
 
 
図 77 《窮屈な家》 2012年 絹本彩色 130.0×75.0 
 
図 78 《サーカス》 2012 年 紙本
彩色 縦 91.0cm横 116.7cm 




































































・『日本美術全集第 7巻 曼荼羅と来迎図 平安の絵画・工芸 1』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 8巻 王朝絵巻と装飾経 平安の絵画・工芸 2』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 9巻 縁起絵と似絵 鎌倉の絵画・工芸』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 12巻 水墨画と中世絵巻 南北朝・室町の絵画 1』、講談社、1994
年 
・『日本美術全集第 13 巻 雪舟とやまと絵屏風 南北朝・室町の絵画 2』、講談社、
1994年 
・『日本美術全集第 15巻 永徳と障屏画 桃山の絵画・工芸 2』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 17巻 狩野派と風俗画 江戸の絵画 1』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 18巻 宗達と光琳 江戸の絵画 2・工芸 1』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 19巻 大雅と応挙 江戸の絵画 3・建築 2』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 21巻 江戸から明治へ 近代の美術１』、講談社、1994年 
・『日本美術全集第 22巻 洋画と日本画 近代の美術２』、講談社、1994年 

























































































Animal Painting and My Emotions: 
The expression of animals in Japanese style painting 
 
In my works, I paint animals bred by humans to express thoughts and feelings that 
I experience in my life. Since I have a great interest in animals, this is a good way to use 
animals bread by humans because it is easy to study their figures and ecological life 
styles. Through my animal paintings, this research shows the basics of my work. The 
goal of this project is to pursue the possibility of animal painting through thinking about 
what kind of roles we ask for animal paintings. 
 
 The first chapter shows the reason I paint animals and the definition of animals I 
use in this thesis. There are three emotions which I empathize with them; “cuteness,” 
“sadness,” and “strength.” Animals bred by humans that have little connection with wild 
life may be in a similar environment as people living in a city. Although they live with 
humans, sometimes they show us their natural power or great abilities which humans 
don’t have. I paint them to put my ideals into them. 
 
 The second chapter is about the concepts from each period of animal paintings in 
Japan. I will discuss in section:  
 2-1 “Primitive age-animals of mystery and magic;” 
 2-2 “Ancient and Middle ages-animals of spiritual and reality;” 
 2-3 “Early modern period-independence from ideal world;” 
 2-4 “Late modern period-sketch and photograph;” and 
 2-5 “Animals appeared in modern period.” 
 
 In the third chapter, the animal painting I would like to paint in our time is written 
about after comparing my own concept and the ones which I state in the second chapter. 
 As for “cuteness;” the expression of “my” adorable is different from the one which 
appeared in the late modern period. To broaden its idea from only pets or household 
animals to animals living in a zoo that have some wild instincts is the main aim. 
 As for “sadness;” painting animals living powerful and energetic lives is a good way 
to express my ideal life because they surely have the feeling of “sadness” like humans 
have. It seems the same to express “sad” feeling with those artists (the second chapter, 
2-5) in terms of “living sadness” but my eventual goal is to express “powerful”, not “sad 
animals,” so this “sadness” definition is different. 
 As for “strength;” animal have great strong powers to continue life although they 
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feel sad as humans do. Their way of life itself gives me an idea of a “powerful” feeling 
towards animals. 
 
 The forth chapter introduces my works to prove the conclusion I wrote in the third 
chapter, including my methods and thoughts. 
 
 Finally, the result I tried to get through all these works is stated by clarifying what 
those three emotions are. When I painted animals I could portray “cuteness” and 
“sadness” feelings, but “strong” feelings were not expressed sufficiently because I 
confused them with their public image. The feeling I think about animals that I try to 
express in my work is my ideal way of life or simply my passion. Painting animals can 
make it possible for me to represent how I feel every day of my life. 
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